
けやき学級では ６月８日（月）～６月１２日（金） に一斉在籍校訪問を予定しています。 

この１週間は、通級指導はお休みとなります。けやき学級の教員が在籍学級でのお子さんの様子を見学し、

在籍学級の先生と情報交換をさせていただきます。 在籍学級の先生には、指導担当教員から改めて日時の

調整についてご連絡します。よりよい支援を行うため、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学期が始まって一か月が経ちました。進級したことへの喜びを感じている子どもたち、クラス替えや

担任の先生が変わって、ドキドキしたり不安を抱いたりしている子どもたち、一人ひとりの子どもたちが、

新しい環境の中で頑張って過ごしていることと思います。疲れが出る頃でもありますので、体調をしっか

り整えて、初夏の季節を元気に過ごしてほしいと思います。 

５月といえば、大型連休ですね！この連休について、「ゴールデンウィーク」という名前で呼びますが、どうしてそ

んな名前なのか、知っていますか？調べてみると、「もっと映画を見てほしい」と、映画を作る人たちが宣伝のため

に呼びかけた「黄金週間」という言葉が語源という説があるそうです。普段使っている言葉には、名前の由来を

知らないものがたくさんあります。調べてみると、きっと言葉の世界が広がりますよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事予定 
通級予定 

午前 午後 

５月 

３ 日 憲法記念日   

４ 月 みどりの日   

５ 火 こどもの日   

６ 水 振替休日   

９ 土 高井戸小学校土曜授業日   

１２ 火 都難言協城西ブロック研究会   

１８ 月 ～２２日（金）けやき学級避難訓練週間   

１９ 火 都難言協専門研究会   

２７ 水 きこえグループ活動  一部 

６月 

１ 月 随時授業公開開始   

２ 火 都難言協城西ブロック研究会   

８ 月 ～１２日（金） 一斉在籍校訪問週間   

９ 火 都難言協専門研究会   

２4 水 きこえグループ活動  一部 

２５ 木 入級検討部会  一部 

３０ 火 都難言協通級指導研究会  一部 
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在籍校訪問週間について 



 

 

 

４月１７日（金）、けやき学級保護者会がありました。ご参加くださった保護者の皆様、ありがとうございました。 

学級説明の際にもお伝えしましたが、今年度も「全体交流会」を１２月１６日（水）、  

「進級を祝う会」を３月３日（水）に計画しています。それぞれ、１５時～１６時２０分の予定です。

同じ学級に通う友達と関わる時間は、子どもたちの安心感や自己肯定感を育むことにつなが

ります。ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 
 

高井戸小学校では、校内に「けやき学級」があることから、学校の授業等として、学年に応じた理解教育授

業を行っています。４月には早速、１年生が学校探検で、けやき学級に来てくれました。 

けやき学級には、「聞こえにくさ」がある友達や「書く・読む・話すことを頑張りたいと思っている」友達が通

っていること、たくさんの学校から通ってきていること、困っていることがある人はいつでもお家の人や担任

の先生に相談してほしいことなどを学習しました。話を聞いた後は、列になって施設を見学しました。けやき

学級への理解を進めることで、通級児童への理解や自己理解が深まり、それぞれの子どもたちがより安心

して学校生活を送ることができるようになると考えています。 

 

 

    

 
 

 

【難聴のある子の聞こえ】 ～補聴器・人工内耳をしていても「普通に聞こえている」わけではない～ 

                             ～「片耳が聞こえているから問題ない」ではない～ 

   補聴器や人工内耳は音を耳に届ける機械です。ある程度聞こえを補うことはできますが、健聴の聞こえと 

 同じ聞こえ方ではありません。片方の耳が聞こえにくい場合も同様です。難聴のある子の聞こえは「音として 

聞こえていても、言葉としては完全に聞き取れない」ことや「雑音下、離れた場所では特に聞き取りにくい」 

ことで不安を感じていることがあります。そこで、以下の点を意識して話すことが、子どもたちの安心感や聞 

き取りやすさにつながります。 

  ⇒ ★ 静かな場所で話す 

     ★ １対１で話す （ゆっくり、はっきりと話すと分かりやすいです） 

     ★ 近距離で話す 

     ★ 視覚的な情報を併用する （目が合ってから話すことも視覚的なヒントとなります） 

  集団になじめているように見えても、実は分かっていないことがたくさんあるかもしれません。授業では、 

 丁寧な声かけと、何が分かったかの確認等をしながら、分からない部分を補足していただくことが、子ども 

 の安心感につながります。  

 
 

けやき学級 理解教育授業

今月の特集： 難聴 （話し方の配慮） 
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